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説 明 資 料

令和３年 ２月 ４日

学校経営と１人１台端末の活用について

八戸市立小中野小学校

校長 鈴 木 稔

Ⅰ 本校の概要

明治２０年４月創立

児童数 ３１３ 名

学級数 １４学級（内３学級は特別支援学級） （令和２年５月１日現在）

Ⅱ 経営の基本方針と基本的理念

教育は人づくり、人づくりは地域づくりの理念のもと、地域の特色や子どもの実態を踏

まえ、地域・保護者と連携しながら学校経営を創意工夫し、個を生かし、子どもたちの将

来を見据えた資質・能力を育む教育の充実に努める。

〇経営の基本的理念「子どもの心を耕し、一人一人の個性が育つ教育の実践」

①めざす学校像 「子どもの瞳が輝く楽しい学校」

②めざす子ども像 「夢に向かってチャレンジする、知的好奇心あふれる子ども」

Ⅲ 児童の１人１台端末の活用に向けて

１．日常的なＩＣＴ活用のために

①機器等の整備

・全学級に実物投影機、プロジェクタ、簡易スクリーンを設置

・学年ブロックに移動式の大画面テレビを設置（令和２年度内には全学年へ設置）

②授業での活用

・実物投影機・プロジェクタを使った教材や資料提示、考えの共有

・児童用コンピュータを使った調べ学習（社会科、総合的な学習の時間 など）

２．活用に向けた校内研修（２回実施）

①学習指導要領へ対応した学習（プログラミング教育）の実践に向けて

・プログラミング教育の研修と１人１台端末の活用とオンライン学習について

②１人１台端末を活用しての授業の実際について

・授業における「共有・共同」を意識した授業づくりと操作研修

３．ＧＩＧＡスクール構想による１人１台端末の設置

①機器・設備等の設置 令和２年９月１４日～１０月２３日

②使用にあたっての事前検証（セットアップ作業等） 令和２年１０月～
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・オンライン学習実施予定のお知らせと家庭での接続可能調査（令和２年１１月）

接続可能：７９％ 接続できない・困難：２１％

・５学年児童家庭へ持ち帰り

③現在の活用状況

・低学年 機器操作の慣らし、お絵描きツールの利用 など

・中学年 eライブラリ（ドリル学習）、調べ学習（インターネット利用） など

・高学年 調べ学習（インターネット利用）、eライブラリ（ドリル学習） など

④今後の予定

・２月２２日の参観日に、５学年以外の保護者へ Chromebookを紹介する。
・可能な範囲で、５学年以外の家庭へ持ち帰っての利用について実施する。

Ⅳ 参観していただく授業について

１．低学年の授業（国語 インターネット検索）

①対象 ２年２組（２２名） 授業者 伊藤菜月 教諭

②内容 「きせつのことば４ 冬がいっぱい」

「秋の季節を表す言葉」の学習では、わからない言葉を図鑑で調べる活動を

行った。また、今回の学習では、冬の季節を表す言葉をインターネットを使っ

て検索をすることで、言葉には、事物の内容を表す働きがあることに気付かせ

るとともに、わからない言葉を検索するための様々な方法に触れさせることで、

情報活用能力を育成する。

※ 音声入力によるインターネット検索（低学年）

２．中学年の授業（国語 タイピング）

①対象 ３年２組 （２６名） 授業者 吉谷恵理子 講師

②内容 「コンピュータのローマ字入力」

日常で使われている簡単な単語について、ローマ字で表記されたことを読み、

ローマ字で書くことができるようにするとともに、コンピュータを使ったロー

マ字入力に取り組み、簡単な単語を入力したり変換したりしようとする。

※ ローマ字タイピングアプリの利用

３．高学年の授業（算数 情報共有）

①対象 ５年１組（３８名） 授業者 佐々木亮輔 教諭

②内容 「角柱と円柱」

いろいろな箱を観察することを通して、角柱や円柱について調べていくとい

う単元の課題をつかむ。導入では、既習事項の確認としてドリル学習を実施。

その後教師から配布された課題（Jamboard）に自分の考えを書き込み、全員の
画面を大型ディスプレイに提示し、考えの共有を図る。

※ ｅライブラリ（ドリル教材） Classroom（課題の配布）ICC（考えの共有）
Jamboard（ホワイトボード機能）
























































